
対
象
産
業

　
鉱
業
、採
石
業
、砂
利
採
取
業
、建
設
業
、

製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、

情
報
通
信
業
、運
輸
業
、郵
便
業
、卸
売
業
、

小
売
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、

医
療
、
福
祉
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類

さ
れ
な
い
も
の
）

※
卸
売
業
、
小
売
業
は
、
代
理
商
、
仲
立

業
を
除
く
。ま
た
、風
俗
営
業
な
ど
を
除
く
。

奨
励
金
の
交
付
対
象
（
要
件
）

　

市
内
の
家
屋
、
償
却
資
産
に
賦
課
さ
れ

た
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
が
、
前
年

度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
比
べ

て
増
加
し
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
者
（
所
有
権
の
移

転
な
ど
に
よ
る
も
の
は
除
く
）。

①
中
小
企
業
者　

増
加
課
税
標
準
額
が
、

５
０
０
０
万
円
以
上

②
中
小
企
業
者
以
外
の
事
業
者　

増
加
課

税
標
準
額
が
、
５
億
円
以
上

奨
励
金
の
額

　

増
加
課
税
標
準
額　

×
１
０
０
０
分
の

14
（
限
度
額
５
０
０
０
万
円
）

申
し
込
み

　

増
加
課
税
標
準
額
が
、
要
件
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
（
新
設
・
増
設
し

た
建
物
な
ど
に
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ

た
年
度
）
の
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
産
業
振
興
課
へ
。

電
池
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

　

マ
ン
ガ
ン
電
池
・
ア
ル
カ
リ
電
池
・
ボ

タ
ン
電
池
は
、
地
区
ご
と
に
設
置
し
て
い

る
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
、
直
接
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

○

電
池
以
外
の
も
の
は
、
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○

電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
近
く
に
な
い
場

合
は
、
透
明
な
袋
に
ま
と
め
、「
資
源

回
収
」
専
用
の
袋
（
青
色
ま
た
は
緑
色
）

に
入
れ
、「
も
や
さ
な
い
ご
み
の
日
」
に

出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
電
池
は
入
れ
な
い
で

　

火
災
の
原
因
と
な
る
危
険
が
あ
る
の

で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の
小
型

充
電
式
電
池
は
、
販
売
店
で
回
収
し
て
も

ら
う
か
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
絶
縁

し
て
か
ら
、
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
小
型
家
電
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

市内の固定資産の課税標準額が
増加した事業者に

産業振興奨励金を交付します

問い合わせ　産業振興課　☎59-2131

次の要件に該当する事業者の方
は、審査会で認定された場合に
は産業振興奨励金が交付されま
す。申し込みが必要ですので、早
めに手続きをお願いします。

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

４４月のテーマ月のテーマ
やってみようエコドライブ！
～ふんわりアクセル（発進時に５秒間で20km/h）～
やってみようエコドライブ！
～ふんわりアクセル（発進時に５秒間で20km/h）～

No.
81

電
池
類
の
処
分
の
仕
方

―
使
用
済
み
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
存
じ
で
す
か
？
―

問
い
合
わ
せ

　

環
境
整
備
課
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
５
１
０
１

　

分
電
盤
の
点
検
商
法
に
関
す
る
相
談
件

数
は
２
０
２
４
年
11
月
末
時
点
で
２
０
２

３
年
度
同
期
と
比
べ
約
５
倍
と
な
っ
て
お

り
、
契
約
当
事
者
の
約
８
割
が
70
歳
以
上

で
す
。

　

相
談
事
例
で
は
、
業
者
が
電
話
な
ど
で

突
然
、
分
電
盤
や
ブ
レ
ー
カ
ー
の
点
検
を

持
ち
掛
け
て
訪
問
し
、「
す
ぐ
に
交
換
し
な

け
れ
ば
漏
電
し
て
火
事
に
な
る
」
な
ど
と

不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場
で
分
電
盤
の
交

換
を
迫
る
手
口
が
み
ら
れ
ま
す
。
中
に
は

電
話
口
で
電
力
会
社
や
そ
の
委
託
会
社
と

名
乗
り
、
信
用
さ
せ
る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

【
相
談
事
例
か
ら
見
る
問
題
点
】

①
電
話
な
ど
で
電
力
会
社
や
、
そ
の
委
託

会
社
を
名
乗
る
な
ど
し
て
突
然
点
検
を

持
ち
掛
け
る
。

②
点
検
後
に
不
安
に
さ
せ
分
電
盤
交
換
の

契
約
を
急
が
せ
る
。

③
分
電
盤
交
換
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
、
分
電
盤
の
漏
電
で
は
火
災
保
険
が

下
り
な
い
な
ど
と
、
う
そ
の
説
明
を
す

る
（
火
災
保
険
の
補
償
内
容
は
保
険
会

社
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
契

約
し
て
い
る
保
険
会
社
ま
た
は
代
理
店

に
確
認
が
必
要
で
す
）。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
電
話
な
ど
で
点
検
を
持
ち
掛
け
る
業
者

に
は
、
安
易
に
点
検
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
の
人
に
相
談
し
た
り
、
業
者
を
調

べ
た
り
し
て
慎
重
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
法
定
点
検
の
場
合
に
は
調
査
員
証

の
携
帯
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

必
ず
調
査
員
証
の
提
示
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

②
点
検
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
で
契

約
せ
ず
、
十
分
に
比
較・検
討
し
ま
し
ょ

う
。

　

分
電
盤
の
状
況
を
確
認
し
た
い
場
合
に

は
、
管
轄
の
電
力
会
社
（
一
般
送
配
電
事

業
者
）
な
ど
、
地
域
の
電
気
工
事
工
業
組

合
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
分
電
盤
の

交
換
を
検
討
す
る
場
合
は
、
複
数
の
業
者

に
見
積
も
り
を
取
り
、
機
能
や
価
格
を
十

分
に
確
認
し
た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
定
商
取
引
法
上
の
訪
問
販
売
に
該
当

す
る
場
合
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ・オ
フ
で
き
ま
す
。
ま
た
、ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
解
約
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
４
年
に
１
回
の
無
料
法
定
点
検
に
つ
い

て
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

４
年
に
１
回
の
法
定
点
検
は
無
料
で
あ

り
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た
登
録
調
査
機

関
の
調
査
員
が
点
検
を
行
い
ま
す
。
法
定

点
検
で
は
、
点
検
後
に
調
査
員
が
工
事
の

契
約
を
持
ち
掛
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
長
期
間
使
用
し
て
お
り
、
経
年
劣

化
が
心
配
な
場
合
に
は
、
電
力
会
社
（
一

般
送
配
電
事
業
者
）
な
ど
、
地
域
の
電
気

工
事
工
業
組
合
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

分
電
盤
の
交
換
は
、
電
気
工
事
士
の
資
格

が
必
要
な
工
事
で
す
の
で
、
信
用
で
き
る

業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑤
不
安
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
身
近
な
高
齢
者
を
守
る
た
め
に
】

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
不
審
な
人
間
が
出
入
り
し
て
い

た
り
、
困
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
た
り
し

な
い
か
な
ど
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
の
生
活

や
言
動
、
態
度
な
ど
を
見
守
り
、
身
近
に

い
る
周
り
の
方
が
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ

く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
相
談
は
、
家
族
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
職
員
か
ら
で
も
可
能
で
す
。

身
近
な
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
気
付
い
た
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料
令

和
７
年
1
月
15
日
よ
り
）

宝くじ助成金で備品を整備しました
問い合わせ　市民課　☎59-2142

　玖波２丁目自治会は、一般財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成金（宝くじ助成金）を活用して、備品を整備しました。
　これは同センターが社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業
収入を財源として実施しているものです。
○倉庫（１）○テント（２）○充電式草刈り機（２）○物品搬送用台車（１）
○ホースリール（１）○刈り込みばさみ（１）○ガーデンレーキ（１）
○減振グローブ（２）○エプロン（２）○グラウンドゴルフセット（１）

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.287No.287

「
分
電
盤
の
点
検
に
行
き
ま
す
」の

電
話
か
ら
始
ま
る
勧
誘
に
注
意
―

問
い
合
わ
せ

　

◆
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
内
）　

☎
57
３
２
３
６

　
【
相
談
日
】
火
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

　

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎ 

１
８
８
（
泣
き
寝
入
り
イ
ヤ
ヤ
）
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標
準
負
担
額
と
は

　

入
院
時
の
食
費
や
療
養
病
床
に
入
院
す

る
際
の
居
住
費
の
自
己
負
担
額
を
標
準
負

担
額
と
い
い
ま
す
。

　
非
課
税
世
帯
の
方
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

で
受
診
す
る
か
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
ま
た
は
「
適
用
区
分

を
併
記
し
た
資
格
確
認
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
利
用
登
録
し
た
も
の
。

　

４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
食
費
部
分
の
標
準
負
担
額

が
改
定
さ
れ
ま
す
。（
表
）

４
月
か
ら
標
準
負
担
額
（
食
費
部
分
）
が
変
わ
り
ま
す

※
長
期
入
院
該
当
の
認
定
を
受
け
る
場
合

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
る
場
合
で

も
、
認
定
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　令和６年度広島県広報コンクールで、『広報お
おたけ』令和６年12月号の表紙写真（右）が一枚
写真の部で最優秀賞、令和６年１月号の亀居城太
鼓の写真（左）が、組み写真の部で優秀賞を受賞
しました。
　取材にご協力いただいた皆さん、ありがとうご
ざいました。
　【一枚写真の部】は「祭りの高揚感を表現され
ており、４人ともいい笑顔」。【組み写真の部】は「躍
動感を出すためにブラすなど考えて撮影してい
る」などの講評がありました。

標準負担額一覧
区分 標準負担額（１食） 療養病床入院の場合の標準負担額

70歳未満 70歳以上 ３月31日まで ４月１日から
食費（１食）

居住費
（１日）３月31日

まで
４月１日

から

住
民
税
課
税
世
帯

区分ア 現役並みⅢ

490円 510円 490円 510円 370円

区分イ 現役並みⅡ

区分ウ 現役並みⅠ

区分エ
一般

⎧ ⎫
｜ ｜
⎩ ⎭

後期高齢者
は一般Ⅰ・Ⅱ

住
民
税
非
課
税
世
帯
※2

区分オ 低所得Ⅱ
230円

⎧ ⎫
｜ ｜
⎩ ⎭

長期入院該当
180円 ※1

240円
⎧ ⎫
｜ ｜
⎩ ⎭

長期入院該当
190円 ※1

230円 240円 370円

低所得Ⅰ 110円 110円 140円 140円 370円

※１　過去12カ月で90日を超える入院があった場合に長期入院該当となります。
※２　 国民健康保険の場合は、「同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の世帯」となり

ます。

毎
年
舞
台
で
力
強
い
演
奏
を
披
露
し
、
ま

つ
り
を
支
え
続
け
て
き
た
。

　「
大
竹
の
歴
史
を
知
ら
な
い
と
薄
っ
ぺ

ら
い
演
奏
に
な
る
。
亀
居
城
４
０
０
年
の

歴
史
、
長
州
の
役
な
ど
を
思
い
描
き
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
」。
今
も
現
役
の

中
川
さ
ん
が
太
鼓
に
向
き
合
う
姿
勢
だ
。

　「
高
齢
化
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
も
減
っ
て

苦
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
近
年
若
い
世

代
の
メ
ン
バ
ー
も
加
入
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
言
い
つ
つ
、
今
後
ど
う
引
き
継
い

で
い
け
る
か
が
課
題
だ
と
も
い
う
。

　
大
竹
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
草
分
け
的
存

在
の
亀
居
城
太
鼓
。
歴
史
を
奏
で
る
太
鼓

が
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
轟と

ど
ろい

た
。

「感激しました」。目を潤ませたという木谷信子さん（中央　
黒川）と大橋好江さん（右　御園）は、惜しみない拍手を送る。

今日の日を迎え中川会長（左上）は感謝の言葉を述べた。亀居城太鼓が指導してきた知的障害者の親子
でつくる『ともしび太鼓』、大竹祭で雄姿を披露している『安芸大瀧太鼓むすひ衆』、亀居城まつりで共
演してきた『DANCE G. Pure Drops』も出演。師匠の天野氏（故人）との縁で山梨から駆け付けた篠
笛と和太鼓のプロ『宗派鼓樂　伊

い

奢
ざ

』（左）も圧巻の演奏で華を添えてくれた。

月
19
日
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
太

鼓
の
音
が
響
き
渡
っ
た
。
亀
居
城

太
鼓
が
結
成
40
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
開
か
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

　
亀
居
城
太
鼓
は
昭
和
58
年
（
１
９
８
３

年
）
に
、そ
の
産
声
を
上
げ
た
。
こ
の
年
、

亀
居
公
園
で
第
１
回
『
桜
ま
つ
り
』
が
開

催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、「
太
鼓
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
急
き
ょ
前
年
の
10
月
に
話

が
決
ま
っ
た
」
と
会
長
の
中
川 

忠
さ
ん

（
85
歳
　
玖
波
）
は
振
り
返
る
。
そ
し
て

世
界
的
な
和
太
鼓
奏
者
、
天
野
宣
氏
に
作

曲
を
依
頼
し
指
導
を
仰
い
だ
。
そ
の
楽
曲

が
、今
も
メ
イ
ン
で
演
奏
す
る『
組
曲
　
亀

居
城
太
鼓
』で
あ
る
。４
月
に
迫
る『
桜
ま

つ
り
』
を
前
に
連
日
連
夜
の
猛
特
訓
。
何

と
か
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
と
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
語
る
中
川
さ
ん
だ
。

　
以
来
40
年
、『
桜
ま
つ
り
』
は
『
亀
居

城
ま
つ
り
』
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
も
、

11

14人がたたき出す太鼓の響き
に、600人の観客が聴き入っ
た。（亀居城太鼓の練習日：毎
週木曜日夜　旧小方中体育館）

亀居城太鼓
40周年記念コンサート

「昭和・平成・令和」時代を超えて轟け!
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令和６年１月号（４～５ページ）
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大好きおおたけ

人とまちを結ぶ情報紙
広報おおたけ

No.1289
12
2024令和６年

10月20日
大竹祭【関連記事　36ページ】

コミュニティの現在地。
【4～ 13ページ】

令和６年12月号（表紙）

国民健康保険・後期高齢者医療

入院時の標準負担額（自己負担）が
変わります―

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2141

広島県広報コンクール（写真部門）で受賞
問い合わせ　企画財政課　☎59-2124

令
和
７
年
度
の
保
険
料
額

　

令
和
７
年
度
（
令
和
７
年
４
月
〜
令
和

８
年
３
月
）
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
万
７
５
１
０
円
に
な
り
ま
す
。
納
付

書
が
届
い
た
ら
、
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

を
利
用
す
れ
ば
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
振
替
方
法
に
よ
っ
て
は

早
割
が
適
用
さ
れ
、
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

対
象
ア
プ
リ
一
覧
：AEO

N
Pay

、auPAY

、

ｄ
払
い
、PayB

、PayPay

、LIN
E pay

、

楽
天
ペ
イ

【
学
生
在
学
期
間
】

納
付
猶
予
制
度

　

在
学
中
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

に
は
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生

納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
料
を
納
め
た
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
年
金
を
満
額
受
け
取
り
た
い

方
は
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
を
10

年
の
範
囲
内
で
後
払
い
で
き
る
、
追
納
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
例
の
申
請
場
所

　
保
健
医
療
課
、
各
支
所

申
請
に
必
要
な
も
の

○

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の

○

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
。
た
だ
し
、
裏
面

に
有
効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日
が

あ
る
場
合
は
裏
面
も
含
む
）
ま
た
は
在

学
証
明
書
（
原
本
）

【
産
前
産
後
期
間
】

年
金
保
険
料
の
免
除

　
「
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
※
」
は
、
出

産
予
定
月
ま
た
は
出
産
月
の
前
月
か
ら

翌
々
月
に
か
け
て
の
４
カ
月
分
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
多
胎
（
一

度
に
２
人
以
上
の
妊
娠
・
出
産
）
の
場
合

は
出
産
月
の
３
カ
月
前
か
ら
の
６
カ
月
分

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

産
前
産
後
免
除
が
認
め
ら
れ
た
期
間
の

保
険
料
は
納
付
し
た
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
場
合
、
そ
の
分

の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除
は
、出
産

予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

免
除
の
申
請
場
所

　
保
健
医
療
課
、
各
支
所

申
請
に
必
要
な
も
の

○

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の

○

母
子
健
康
手
帳
（
出
産
前
に
届
出
す
る

場
合
）

※
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
と
は
、
国
内

に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
林

漁
業
者
・
自
営
業
者
・
学
生
・
無
職
の
方

な
ど
を
い
い
ま
す
。
会
社
員
・
公
務
員
な

ど
の
２
号
被
保
険
者
や
、
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
月
18
日
、
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念

し
て
、
晴
海
臨
海
公
園
の
管
理
棟
付
近
に

記
念
碑
を
設
置
し
、
入
山
欣
郎
市
長
と
北

地
範
久
議
長
が
高
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし
№342№342

国民年金保険料が変わります
（月額１万7510円）

―学生・産前産後の保険料猶予・免除の制度も―

問い合わせ
　広島西年金事務所　☎ 082-535-1505
　保健医療課　☎ 59-2141

シダレザクラの
植樹式が行われましたー

問い合わせ
　都市計画課　☎59-2167
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イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
４
月
11
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
お
お
た
け
３
▼
対
象
０
歳
か
ら

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
４
月
11
日
㈮
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
お
た
け
１
▼
対
象
１
歳
か
ら

お
は
な
し
会

と
き
４
月
19
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
１

階
お
は
な
し
の
へ
や
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
当
日
来
館
し
て
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

図
書
館
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う
！

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
４
月
18
日

㈮
か
ら
５
月
11
日
㈰
ま
で
、
小
学
生
や
未
就
学

児
を
対
象
に
図
書
館
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
お

話
や
本
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
の
ほ
か
、
図
書
館

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
出
題
さ
れ
ま
す
。

「
と
し
ょ
か
ん
マ
ス
タ
ー
」
を
目
指
し
て
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き  

ら
ん
ま
ん

児
童
向
き  

と
し
ょ
か
ん
に
い
こ
う

時
事
コ
ー
ナ
ー  

障
が
い
に
つ
い
て
考
え
よ
う

市立図書館ホームページ

携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

土金木水火月日
４月（APR）
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

冬のおはなし会「わらべうたであそ
ぼう」でお手玉遊び。

マロンとアーサーとおやくそくを
守って図書館を利用してね。

お気に入りの絵本を教えてくれました。

●掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「見えなくても王手」

「現代「ますように」考
　こわくてかわいい日本の民間信仰」

井上　真史／著
（淡交社）

「身近すぎて気づかない、
　　　　　　偉大な発明図鑑」

クライブ・ギフォード／著
定木　大介／訳
岩田　佳代子／訳

（日経ナショナルジオグラフィック）

「みんなみんなとってもすてき」
バティスト・ボーリュー／文

チィン・レン／絵
ひがき　ゆみ／訳

（ひさかたチャイルド）

「がけっぷち!
　　アララはお金を増やしたい!」

大野　正人／作
トミムラ　コタ／マンガ
津村　根央／マンガ
土屋　剛俊／監修
（ポプラ社）

佐川　光晴／著
（実業之日本社）

中国系アメリカ人の少女メイジーは、母
の故郷で祖父母のレストランを手伝い
ながら夏休みを過ごす。移民の料理人ラ
ッキーの苦闘の物語に、家族の絆を大
切に思う。そんなとき、店に大事件が…。
ニューベリー賞オナー賞受賞作。

リサ・イー／著
代田　亜香子／訳
金原　瑞人／選
（作品社）

「メイジー・チェンの
　　　　　ラストチャンス」

盲学校に通う小学４年生の及川正彦
は、新任の先生から将棋を教わり、
その面白さにすっかりのめりこむ。
将棋を指す喜びを知り、それぞれに
成長を遂げてゆく小学生たちとその
家族、教員たちの群像劇。

YouTube大竹市立
図書館チャンネル

　

自
閉
症
の
こ
と
を
知
る
た
め
の
日
を
つ

く
ろ
う
と
、
世
界
の
国
の
代
表
が
国
連
の

会
議
で
毎
年
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
」
に
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

い
や
し
・
希
望
・
平
穏
を
表
す
「
青
」
を

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に
し
て
、
各
地
で
イ
ベ

ン
ト
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
４
月
２
日
か
ら
８
日
の
１

週
間
を
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
害
を
み
ん
な
が
知
る
た
め
の
発
達
障
害

啓
発
週
間
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に

は
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
日
本
各
地
で
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
や
絵
本
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す

と　

き

　
４
月
１
日
㈫
〜
27
日
㈰

と
こ
ろ

　
市
立
図
書
館

自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

―
誤
解
さ
れ
や
す
い
自
閉
症
―

　

自
閉
症
は
、「
常
に
自
分
の
殻
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
状
態
」
と
考
え
ら
れ
た
り
、

「
親
の
育
て
方
が
冷
た
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
原
因
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
閉
症
の
特
性
が
あ
る
と
、
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、

当
た
り
前
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
対

応
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
音
が
う
る
さ

す
ぎ
た
り
し
て
、
つ
ら
い
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

仲
良
く
な
る
方
法
を
見
つ
け
る
に
は
？

　

自
閉
症
の
特
性
が
あ
る
人
が
、
こ
っ
ち

を
見
な
い
し
返
事
も
し
な
い
。
そ
ん
な
と

き
は
、
短
い
言
葉
を
使
っ
た
り
、
答
え
を

少
し
待
っ
て
み
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

参加者募集
介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）

問い合わせ　地域介護課　☎28-6226

　在宅・施設を問わず、介護の業務に従事しよう
とする方を対象に、介護職員初任者研修（旧ホー
ムヘルパー２級）を実施します。

と　き　６月18日㈬から９月24日㈬までの毎週
水曜日（８月13日を除く）９時～17時
ところ　市役所
対　象　市内に住所がある方で研修の日程を全て
受講できる方
内　容　介護職として働く上で基本となる知識
や、技術を学ぶ介護の入門研修
講　師　一般社団法人福祉キャリアセンター講師
定　員　15人（申込順）
受講料　３万円
申し込み　６月11日㈬までに電話ま
たはファクスで地域介護課へ。申し
込みフォームからも申し込みできま
す。
　研修内容についての問い合わせ
は、一般社団法人福祉キャリアセン
ター（☎082-247-7333）へ。

重度の障害のある方に
福祉タクシー・バス利用券を交付します

問い合わせ　福祉課　☎59-2146

　令和７年度の「大竹市福祉タクシー・バス利用
券」を交付します。これは重度の障害者がタクシー
やバスに乗る際に、利用料金の負担を軽減するも
のです。

と　き　４月１日㈫　９時から
※５月１日㈭以降は、福祉課のみで受け付けま
す。（土・日曜日、祝日除く）
※家族などによる代理申請可。
ところ　福祉課・各支所
要　件（①から③のいずれか）
① 下肢・体幹・視力・内部障害のある方で身体障害

者手帳の１級・２級または３級を所持している方
② 療育手帳のⒶ・ＡまたはⒷを所持している方
③ 精神障害者保健福祉手帳１級を所持している方
交付枚数　１カ月につき15枚（人工透析を受けて
いる方は25枚）。申請月から令和８年３月分まで
の利用券を交付します。
持参品　障害者手帳

市ホームページ、
申し込みフォーム
はこちらから。

福祉
の

とびら

福祉
の

とびら
No.116No.116

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
【
４
月
２
日
㊌
】

発
達
障
害
啓
発
週
間
【
４
月
２
日
㊌
▼
８
日
㊋
】

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
５
テ
ー
マ

「
み
ん
な
た
い
せ
つ  

つ
な
が
る
え
が
お
」

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
59
２
１
４
６
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